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平成 27 年 有田川町成人式
『
平
成
27
年
有
田
川
町
成
人

式
』
が
1
月
11
日（
日
）、
金
屋

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行

わ
れ
、
２
９
０
名
の
方
が
成
人

の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
故

郷
で
成
人
式
を
迎
え
た
い
と
出

席
さ
れ
た
方
も
お
り
、
華
や
か

さ
と
若
さ
に
満
ち
た
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

感
動
の
再
会
を
し
た
人
も

い
た
よ
う
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

で
抱
き
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生

た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

記
念
撮
影
を
し
た
り
、
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
に
み
ん
な
嬉

し
そ
う
で
し
た
。

第
一
部
の
式
典
は
厳
か
な

雰
囲
気
の
中
で
執
り
行
わ
れ
、

ス
ー
ツ
や
色
鮮
や
か
な
着
物
に

身
を
包
ん
だ
み
な
さ
ん
が
祝
辞

を
受
け
、
第
二
部
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
小
・
中
学
校
時
代

の
恩
師
に
よ
る
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

が
上
映
さ
れ
、
場
内
で
は
笑
い

声
や
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
記
念
品
抽
選
会
（
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
）も
行
わ
れ
、

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
有
田
川
町
を
支
え
る
若
い

力
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

ま ち の わ だ い

2



実
行
委
員
メ
ン
バ
ー

●
右
か
ら
栗
生
さ
ん
・
北
さ
ん
・
赤
井
さ

ん
・
中
岡
さ
ん

平
成
27
年
有
田
川
町
成
人
式
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
頑
張
っ
て
く
れ
た
『
有
田
川
町

成
人
式
実
行
委
員
会
』
の
メ
ン
バ
ー
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
北
　
寛
史
さ
ん
】

成
人
式
と
い
う
大
切
な
行
事
に
実
行
委

員
と
し
て
携
わ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
責
任
感
あ
る
行
動
を
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
中
岡 

輝
さ
ん
】

20
歳
と
な
り
、
一
人
の
大
人
と
し
て
の
責

任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
事
を
自
覚
し
つ
つ
も
、
大
人

と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
失
敗
を

恐
れ
ず
多
く
の
事
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

【
赤
井
　
実
里
さ
ん
】

人
生
で
1
度
だ
け
の
成
人
式
を
有
田
川

町
で
皆
と
一
緒
に
迎
え
れ
た
事
を
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
成
人
式
ま
で
の
20
年

間
は
と
て
も
早
い
時
間
で
し
た
。
い
っ
ぱ

い
笑
っ
た
し
、
泣
い
た
し
、
怒
っ
た
し
、

素
敵
な
20
年
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

ド
ロ
ケ
イ
と
か
し
て
た
時
期
が
と
て
も
懐

か
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
学
生
だ
っ
た
の

が
社
会
人
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の

が
何
よ
り
の
変
化
で
、
両
親
の
大
変
さ
を

知
り
、
有
り
難
み
も
よ
り
一
段
と
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
成
人
式

を
迎
え
て
も
あ
ま
り
そ
の
実
感
が
な
く
、

大
人
の
仲
間
入
り
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

で
、教
え
て
も
ら
う
事
が
た
く
さ
ん
で
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
1
年
目
。
た
く
さ
ん
挑

戦
し
て
、
失
敗
し
て
成
長
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
実
行
委
員
を
し
て
、
裏
方

の
大
変
さ
も
大
切
さ
も
学
ぶ
事
が
で
き
た

し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
な
っ
た
け
ど

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
20
年
間
あ
り
が

と
う
!
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
!

【
栗
生
　
瑞
己
さ
ん
】

20
歳
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
、ま
だ
学
生
の
身
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
人
と
し
て
の
責
任
あ
る
行
動
を
と
り
、

公
私
と
も
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま ち の わ だ い
有
田
川
町

成
人
式
実
行
委
員

有田川町天満の株式会社「古勝」代表取締
役 寺村 公博 様より、「障害者用車いす」（リ
クライニング仕様）を寄贈してくれました。「障
害者用車いす」は、金屋庁舎の玄関に置いて
います。今後も、有田川町の施設へ毎年 1 台
ずつ寄贈してくれる予定です。ありがとうご
ざいました。

1 月 10 日（土）、有田川町消防本部において有田川
町消防出初式が挙行されました。厳しい寒さの中で
したが、消防団員・消防署員　名参加のもと、来賓
祝辞や表彰式の後はポンプ操法など勇壮な姿が披露
されました。団員の顔には町民の安全を守るという
使命感がみなぎっていました。

「障害者用車いす」の寄贈 有田川町消防出初式
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ま ち の わ だ い

●低学年男子の部
【1 位】宮地　優成　【2 位】川口　大翔　【3 位】古垣　和也
【4 位】小原　大翔　【5 位】藤岡　陽介　【6 位】石井　　葵
●低学年女子の部

【1 位】上前　琴音　【2 位】花田　有香　【3 位】徳岡　智美
【4 位】采女　茉奈　【5 位】古岩　沙彩　【6 位】矢田　美月
●高学年男子の部

【1 位】平石　隆翔　【2 位】上前幸之助　【3 位】前　　晴貴
【4 位】硲田　陽向　【5 位】木根　勇人　【6 位】森本　恵翔
●高学年女子の部

【1 位】髙垣　愛美　【2 位】大西　萌絵　【3 位】吉松　春佳
【4 位】小谷　　楓　【5 位】上門　一葉　【6 位】西馬つぐみ
●選考会男子の部

【1 位】上前真之介　【2 位】久保　庄平　【3 位】岩倉　孝典
【4 位】小澤　奏斗　【5 位】上野山　秀　【6 位】上門　義輝
●選考会女子の部

【1 位】奥森　愛梨　【2 位】島田いろは　【3 位】中嶋　夕華
【4 位】前上　友希　【5 位】髙井　里浦　【6 位】中山　知佳
●一般男子の部

【1 位】東　　知希　【2 位】宮崎　　誠　【3 位】植田　峻平
【4 位】中　宗一朗　【5 位】岡　　誠人　【6 位】小谷颯一朗
●一般女子の部

【1 位】森　　友美　【2 位】川瀬奈津紀　【3 位】柏田　詩乃
【4 位】津本クミ子　【5 位】堂前　和香　【6 位】平松　璃子

第９回有田川町

新春マラソン大会

第 1 回 しみずふるさとまつり

11月16 日（日）八幡中学校グランドにおいて「第 1回しみずふるさとまつり」が開催されました。
“みんなおいでよ　棚田とぶどう山椒の郷へ”と題し、八幡小学校児童による合唱で幕を開けました。お天

気にも恵まれ、賑わいました。一俵を運ぶ新米運び力自慢、しみず米味比べ、餅つき、山椒料理コンテスト、
恒例綱引き大会などいろいろな企画を開催、来場者も参加し大いに盛り上がりました。

最後は、恒例のもちまき。「楽しかったぁ～」と言いながらたくさんのお餅やお菓子の入った袋を抱えて帰
る子どもさんの姿もありました。

1月12 日（月・祝）に東グラウンド周辺においてマラソン
大会が開催されました。大会結果については、次の通りです。

（敬称略）
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
な
ど
の

小
型
家
電
に
は
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
有
用

金
属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大

切
な
資
源
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、
2
月
よ

り
有
田
川
町
役
場
各
庁
舎
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
ま
す
。
ご
家
庭
に
あ
る
使
用

済
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
回
収
可
能
サ
イ
ズ

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
（
高
さ
15
㎝
・

幅
30
㎝
・
奥
行
40
㎝
）
に
入
る
大
き
さ

●
設
置
場
所

役
場
各
庁
舎
1
階
フ
ロ
ア
ー
内

●
注
意
事
項

・
一
度
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ら
れ
た
物

は
、
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
電
池
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

●
回
収
対
象
品
目

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電

話
・
ゲ
ー
ム
機
・
D
V
D
レ
コ
ー
ダ
ー
・
電

子
辞
書
・
U
S
B
メ
モ
リ
・
電
話
機
・
ヘ
ヤ

ド
ラ
イ
ヤ
ー
・
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
リ
モ
コ

ン
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
・
イ
ヤ
ホ
ン
・
時
計
・
懐

中
電
灯
・
A
C
ア
ダ
プ
タ
・
延
長
コ
ー
ド

な
ど

※
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
物
は
、
各
自
で

事
前
に
責
任
を
持
っ
て
消
去
し
て
く
だ

さ
い
。

家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の
約
半
分
を

占
め
る
生
ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る
た
め
、

町
民
か
ら
募
集
し
た
「
生
ご
み
減
量
モ
ニ

タ
ー
」
の
方
々
に
、
バ
イ
オ
式
電
気
生
ご
み

処
理
機
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
、
そ
の
減
量

効
果
を
検
証
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
モ
ニ
タ
ー
対
象
者
　
6
名

■
平
成
26
年
3
月
1
日
～

　
平
成
26
年
12
月
31
日

■
モ
ニ
タ
ー
で
使
用
し
た
生
ご
み
処
理
機

下
表
を
見
る
と
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
は
有

田
川
町
の
1
人
あ
た
り
の
生
ご
み
排
出
量
と

ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
す
。
生
ご
み
処
理
機
で
分

解
で
き
な
い
も
の
（
貝
殻
類
・
牛
豚
の
大
き

な
骨
）
は
あ
り
ま
す
が
、
生
ご
み
処
理
機

使
用
前
と
使
用
後
を
比
べ
る
と
約
9
割
程

度
生
ご
み
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
で
は
、
燃
え
る
ご
み
を
出
す
回

数
が
半
分
に
減
っ
た
、
夏
場
の
生
ご
み
の
臭

い
が
大
幅
に
軽
減
し
た
な
ど
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
環
境
衛
生

課
で
は
今
後
も
積
極
的
に
生
ご
み
減
量
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事

業
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
有
田
川
町
1
人
あ
た
り
の
燃
え
る
ご
み

量
は
、
各
月
の
家
庭
ご
み
量
（
計
画
収

集
量
）
を
月
末
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

と
各
月
日
数
で
割
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
田
川
町
1
人
あ
た
り
の
生
ご
み
量
は
、

1
人
あ
た
り
の
燃
え
る
ご
み
量
の
半
分

と
し
て
い
ま
す
。

＊「
旅
行
中
」
な
ど
算
定
に
適
さ
な
い
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
集
計
か
ら
外
し
て
い

ま
す
。

使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

生
ご
み
減
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業
結
果
報
告

○
回
収
対
象
品
目
の
例

商品名：ゼロボックス
バイオ材の微生物の働
きを利用して、生ごみ
の約 9 割以上を水と
炭酸ガスに分解する。
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健康みちしるべ

ス
ト
ッ
プ
！
脳
梗
塞
！

　

見
逃
し
や
す
い
脳
梗
塞
の
前
触
れ

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

推
定
患
者
数
約
92
万
人
で
、
そ
の
う
ち

年
間
7
万
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
怖
い
病

気
「
脳
梗
塞
」。
脳
梗
塞
は
脳
の
血
管
が

詰
ま
り
脳
の
細
胞
が
壊
死
し
、
最
悪
の
場

合
、
命
を
落
と
し
た
り
、
助
か
っ
た
と
し

て
も
深
刻
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
多
い

病
気
で
す
。

わ
ず
か
な
前
兆
・
前
触
れ
を
見
逃
さ
ず

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
脳

梗
塞
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

☆
高
齢
者
に
多
い
脳
梗
塞
の
危
険
因
子

は
、『
高
血
圧
・
喫
煙
・
脂
質
異
常
・

糖
尿
病
・
加
齢
』
で
す
が
、

☆
若
年
性
高
血
圧
の
危
険
因
子
は
、『　

血
管
が
裂
け
る
動
脈
解
離
・
心
臓
の
血

栓
が
飛
ぶ
・
足
に
血
の
塊
が
あ
る
・
膠

原
病
な
ど
の
自
己
免
疫
疾
患
・
も
や
も

や
病
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
な
ど
』で
す
。

こ
の
よ
う
に
危
険
因
子
は
異
な
る
の
で

す
が
、
高
齢
者
に
多
い
脳
梗
塞
も
若
年
性

高
血
圧
も
症
状
や
前
兆
は
同
じ
で
す
。

●
脳
梗
塞
の
前
触
れ
は
こ
ん
な
症
状
！

左
記
の
一
時
的
に
症
状
が
あ
る
も
の
、

数
分
で
症
状
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
前

触
れ
を
T
I
A
（
一
過
性
脳
虚
血
発
作
）

と
言
い
ま
す
。

【
T
I
A
の
症
状
】

・
片
目
が
見
え
な
く
な
る

・
も
の
が
二
重
に
見
え
る

・
転
倒
し
や
す
く
な
る

・
片
側
の
麻
痺
や
し
び
れ（
顔
・
手
足
）

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

・
言
葉
が
出
な
い

・
言
う
こ
と
が
理
解
で
き
な
い

【
T
I
A
を
見
つ
け
る
F
A
S
T
テ
ス

ト
法
】

○
F
a
c
e
：
顔
の
麻
痺
／
口
を
広
げ

て
イ
ー
と
言
い
、
口
角
の
片
側
が
上
が

ら
な
け
れ
ば
要
注
意
！

○
A
r
m
：
腕
の
麻
痺
／
手
の
ひ
ら
を

上
に
し
て
両
腕
を
肩
の
高
さ
ま
で
あ
げ

て
目
を
つ
ぶ
っ
て
キ
ー
プ
。
片
腕
が
下

が
っ
て
き
た
ら
要
注
意
！

○
S
p
e
e
c
h
：
言
葉
の
障
害
／
短

い
文
章
を
言
っ
て
み
る
。
例
え
ば
「
太

郎
が
花
子
に
リ
ン
ゴ
を
あ
げ
た
」
な
ど

が
言
え
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
。

○
T
i
m
e
：
す
ぐ
受
診
／
F
A
S
T

テ
ス
ト
の
ど
れ
か
1
つ
で
も
で
き
な
け

れ
ば
、
即
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
過
性
の
症
状
な
の
で
見
過
ご
し
や
す

い
の
で
す
が
、
逆
に
言
う
と
T
I
A
症

状
に
気
づ
く
こ
と
が
出
来
さ
え
す
れ
ば
大

事
に
至
ら
ず
に
済
む
の
で
す
。

ま
た
、
脳
梗
塞
は
発
症
か
ら
ど
れ
だ
け

の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
か
、
治
療
は
時

間
と
の
勝
負
で
す
。
発
症
か
ら
の
時
間
で

出
来
る
治
療
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
発
症

か
ら
4
・
5
時
間
以
内
な
ら
血
栓
を
溶
か

す
治
療
で
後
遺
症
が
な
く
て
済
む
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
T
I
A
を
知
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
！

乳幼児を子育て中のみなさんへ

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

ベビー
マッサージ
講習
（無料）

母と子の健康づくり運動協議会有田支部が実施して
くれるベビーマッサージのお誘い
◆内容…ベビーマッサージ
　　　　講師　ロイヤルセラピスト協会認定講師　
　　　　　　　向山　智恵
◆日時…3月3日（火）午前10：00～ 11：30
◆場所…子育て支援センター
◆対象…生後2ヶ月くらいから1歳くらいまでの
　　　　赤ちゃんとママ
◆定員…20名（要申込）
※子育て支援センターへ申し込んでください。

■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎ 090-7966-1697　　52-5474［FAX 兼用］

子育て支援センターだより
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

2 月　1 日（日） 8:00 ～／金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

2 月 3 日（火）清水保健センター
2 月 4 日（水）金屋文化保健センター
3 月 3 日（火）清水保健センター
3 月 4 日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
　【20:00 ～ 21:00】
　2 月 12 日（木）
　　リズムウオーキング
　【14:00 ～ 15:00】
　2 月 27 日（金）
　　肩こり、腰痛改善体操
粟生小学校体育館
　【19:30 ～ 20:30】
　2 月 5 日（木）・3 月 5 日（木）
　　リズムウォーキング
清水会館
　【14:00 ～ 15:00】
　2 月 19 日（木）
　　リズムウォーキング
■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

実施時間

9:00～
11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況

区　　分 国民健康保険
加入者数（26 年 11 月末） 9,196  人

12 月支払額 3 億 2,990 万  円

26 年度の累計 25 億 6,575 万  円

1 人当たりの医療費（11 月） 35,874  円

25 年度 1 人当たりの医療費（月） 32,994  円

25 年度 1 人当たりの医療費（年） 395,933  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　2 月 2 日（月）／清水保健センター
　2 月 5 日（木）／金屋文化保健センター
　2 月 12 日（木）／金屋文化保健センター
　2 月 19 日（木）／金屋文化保健センター
　2 月 26 日（木）／金屋文化保健センター
　3 月 2 日（月）／清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 か月児健診［平成 26 年 10 月生まれ］
　2 月 24 日（火）13:00 ～
10 か月児健診
　［平成 26 年 3 月生まれ］2 月 3 日（火）13:00 ～
　［平成 26 年 4 月生まれ］3 月 3 日（火）13:00 ～
1 歳 6か月児健診［平成 25 年 6 月生まれ］
　2 月 18 日（水）12:45 ～
2 歳児健診
　［平成 24 年 11 月生まれ］
　2 月 25 日（水）12:45 ～
3 歳 6か月児健診
　［平成 23 年 7 月生まれ］
　2 月 4 日（水）12:45 ～

育児サロン 清水行政局住民福祉室

　2 月 2 日（月）「新聞遊び」
　3 月 2 日（月）「親子遊び」

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

　2 月 24 日（火）9:30 ～ 11:00　清水保健センター
　「おひなさま」

お身体大切に！あなたの健康を支えている国民健康保険
医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除いた分の約3
割は国保税で、残りの国県町負担となる7割も元を正せば私たちの
税でまかなわれています。医療保険制度を守り、税負担を少なく．．。
私たちのちょっとした心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回受
診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

一流の音楽家による音楽鑑賞！

「ジプシーヴァイオリンコンサート」
弦を押さえる左指の速さに子どもたち

は圧倒され、児童の列ごとに練り歩いて
の演奏に感動していました。様々なテク
ニックを駆使して、音色で感情を表現し
子どもたちを楽しませてくれました。

「文化芸術による子供の育成事業～巡回公演事業～」
山形交響楽団の方々に、一流のオーケストラ公演を披露して頂きました。
優れた芸術を鑑賞することにより、発想力やコミュニケーション能力の育成を図
り、芸術鑑賞能力の向上に繋げることができました。約 60種類の楽器を使った演
奏は、【見る・聞く】だけでなく地面を通して伝わってくる音の振動を体全身で感じ
ることができ、音楽の力を楽しむことができました。

「マリンバコンサート」
マリンバ演奏はもちろんのこと、子ども

たちのカスタネットや鈴などの楽器と一緒
に演奏して頂きました。ステージと客席が
一体となり、音楽を通して楽しい時間を過
ごし、貴重な体験をすることができました。

田殿小学校

金屋中学校

しらま学園・しみず学園

指揮者体験
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図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

絵本原画展
「小さな駅美術館
～Ponte del Sogno～」
真珠まりこ原画展　～2月6日（金）
第4回有田川町絵本コンクール原画展
「ちょっとまって！」優秀賞	 2月7日（土）～13日（金）
「ポケットおじさん」優秀賞	 14日（土）～20日（金）
「おかめちゃんのふしぎなお盆」有田川賞	 21日（土）～27日（金）
「ドーナツをもとめて」最優秀賞	 28日（土）～3月6日（金）

一 般 書
　小　説　

「図書館奇譚」	 村上春樹著

「波止場浪漫上下」	 諸田玲子著

「モナミは時間を終わらせる？」	はやみねか
おる著

「忍者物語」	 東郷隆著

「マル暴甘糟」	 今野敏著

「逢魔が山」	 犬飼六岐著

「六花落々」	 西條奈加著

「峠しぐれ」	 葉室麟著

「ご破算で願いましては」	 梶よう子著
　く ら し　

「部屋をかっこよくリメイクする本」
	 学研パブリッシング

「藤田智の必ず収穫できる野菜づくり入門」
	 藤田智著

「世界のホットドリンクレシピ」	誠文堂新光社
「手軽につくれる水引アレンジ BOOK」
	 長浦ちえ著

　健　康　

「全部見えるスーパービジュアル整形外
科疾患」	 高井信朗著

「甲状腺の病気」	 野口仁志著

「ちょっと具合のよくないときの体操」
	 清水聖志人著

「女性のための自分で選べる漢方の本」
	 大澤稔著

　健　康　

「ゆったり遊びじっくり遊び」	寺西恵里子著
「手づくりのおひなさま」	 パッチワーク通信社
「お料理するって楽しい！子どもクッキング」
	 葛恵子著

児 童 書
「声優さんになりたいっ！」
	 81プロデュース監修

「十代に贈りたい心の名短歌 100」	田中章義作
「死神うどんカフェ 1 号店」	石川宏千花作
「影なし山のりん」	 宇佐美敬子作
「開運えほん」	 かんべあやこ作

2 月の移動図書館
◇ 3日（火）城山西小13:00～13:40
◇ 4日（水）安 諦 小 13:00～13:30　→　久野原小14:15～ 14:30
◇ 6日（金）こころの医療センター14:30～15:00 → 西ヶ峯小15:40～16:00
◇ 10日（火）八 幡 小 13:00～14:00
◇ 12日（木）五西月小12:50～13:20
◇ 13日（金）粟 生 小 13:15～13:45
◇ 17日（火）城山西小13:00～13:25
◇ 18日（水）田 殿 小 13:00～13:30
◇ 19日（木）石 垣 小 13:00～13:20
◇ 20日（金）こころの医療センター14:30～15:00 → 西ヶ峯小15:40～16:00
◇ 27日（金）粟 生 小 10:25～10:45

2 月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ会）
保育園児～小学校低学年対象
◎ちいさな駅美術館／ 7日（土）
◎金 屋 図 書 館／14日（土）
◎Ａ Ｌ Ｅ Ｃ／21日（土）
◎清水 C.C 図書室／28日（土）
各会場10:00～10:30
（ALECは 10:30～11:00）
DVD 上映会
◎金屋図書館／8日（日）10:00～
　「ウルトラセブン①」
◎ちいさな駅美術館／18日（水）16:00～
　「かさじぞう・ゆきおんな」
◎金屋図書館／22日（日）10:00～
　「ピーターパン他」

おひざで抱っこのおはなし会（わらべうた教室）　0～ 2歳児対象
◎金屋図書館／12日（木） 10:00～11:00「本物体験で育つもの」

ブックラザ（親子創作造形遊び）　2～ 4歳までの親子対象
◎金屋図書館／26日（木） 10:00～11：00
　ようこそお菓子のお城へ「ヘンゼルとグレーテル」

第４回有田川町絵本コンクール
受賞者原画展

第４回有田川町絵本コンクール
受賞者原画展

JR 藤並駅 2F　ちいさな駅美術館　Ponte del Sogno

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

お問い合わせ 開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00

休館日：月曜日
入場無料

最優秀賞  　作 ・ 絵 / 長屋　美紀

2 月 28 日（土）～ 3 月 6 日（金）

優秀賞　　作 ・ 絵 / 奥森　志保

2 月 14 日（土）～ 2 月 20 日 (金）

優秀賞　　作 ・ 絵 / みさか　たつま 

２ 月 7 日（土）～ 2 月 13 日 (金）

佳作　絵 / かめもと　みのり　

作 / 松田　弓　　　　

1 月 17 日（土）～ 1 月 22 日 (木）

佳作　　作 ・ 絵 / 関口　美保

1 月 4 日（日）～ 1 月 10 日 (土）

佳作  　作 ・ 絵 / よこみち　けいこ

1 月 11 日（日）～ 1 月 16 日 (金）

有田川賞 　作 ・ 絵 / きみどり　きょうこ

2 月 21 日（土）～ 2 月 27 日 (金）

最優秀賞 /　ドーナツをもとめて最優秀賞 /　ドーナツをもとめて

新 着 案 内
本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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( )

( )

昨
年
、
有
田
川
町
内
で
の
火
災
件
数
は

11
件
で
し
た
。
出
火
原
因
で
最
も
多
い
の

は
、
た
ば
こ
と
ゴ
ミ
な
ど
、
焼
却
か
ら
の

出
火
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数

年
、
有
田
川
町
内
で
就
寝
中
の
住
宅
火
災

で
死
者
が
発
生
し
、
昨
年
も
2
名
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
火
災
の
早
期
発
見

や
被
害
の
軽
減
の
た
め
、
ま
だ
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
寝
室
に
設
置
し
て
い
な
い
住

宅
は
、
早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

有
田
川
町

内
で
、
庭
木

や
生
け
垣
、

み
か
ん
の
枝

な
ど
が
、
道

路
へ
張
り
出

し
、
緊
急
車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
や
消
防
車
は
、
町
民
の
み
な
さ

ま
が
一
刻
を
争
う
緊
急
時
に
使
用
す
る
も

の
で
す
。
樹
木
な
ど
の
管
理
を
適
切
に

行
っ
て
い
た
だ
き
、
緊
急
車
両
が
ス
ム
ー

ズ
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車
の

適
正
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
的
に
救
急
件
数
は
増
加
し
て
お

り
、
有
田
川
町
で
も
同
様
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
人
に
対

し
て
、
す
ぐ
に
出
動
で
き
な
い
事
が
あ
り

ま
す
。
通
常
、
１
１
９
番
の
救
急
要
請
を

受
け
る
と
、
現
場
か
ら
一
番
近
い
救
急
車

が
出
動
し
ま
す
が
、
そ
の
近
く
に
あ
る
は

ず
の
救
急
車
が
出
動
し
て
い
る
場
合
は
、

遠
方
に
あ
る
別
の
救
急
車
が
出
動
す
る
こ

と
に
な
っ
た
り
、
近
隣
の
消
防
本
部
に
応

援
要
請
し
出
動
し
て
も
ら
う
な
ど
現
場
へ

の
到
着
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
救
急
車
の
出
動
要
請
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
1
1
9
番
を
受
け
て

か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
時
間
が

遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

１
１
９
番
通

報
す
る
前
に
、

救
急
車
が
本
当

に
必
要
か
、
自

家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
一
般

の
交
通
機
関
を

利
用
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度

考
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
救
急
車
が
現
場
に
到

着
し
て
も
、
傷
病
者
の
容
態
を

観
察
し
救
急
車
で
緊
急
に
搬
送

し
な
く
て
も
良
い
場
合
に
は
、

本
人
や
関
係
者
の
方
々
に
状
況

を
説
明
し
、
了
承
を
得
て
不
搬

送
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

救
急
車
は
タ
ク
シ
ー
で
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
11
件

　

救　
　

急
…
…
1
3
0
4
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
16
件

（
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

昨
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

昨
年
の
火
災
件
数

緊
急
車
両
の
通
行
に
ご
協
力
を
！

あ
な
た
が
か
け
た
１
１
９
番

緊
急
で
す
か
本
当
に
？

緊
急
時
の
医
療
機
関
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス
（
℡
0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9
）

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
な
く
、
ど
こ
の
医
療
機
関
に
い
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
ん
な
と
き
、
24
時
間
体
制
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
を
案
内
し
ま
す
。

（
歯
科
の
診
療
時
間
外
案
内
は
不
可
）

子
供
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
℡
＃
8
0
0
0
（
携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

毎
日
19
時
か
ら
23
時
ま
で
子
供
の
急
な
病
気
や
け
が
の
相
談
に
看
護
師

（
必
要
に
応
じ
て
医
師
）
が
応
じ
ま
す
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
等
か
ら
は
、
℡
0
7
3
‐
4
3
1
‐
8
0
0
0
へ

・
わ
か
や
ま
情
報
医
療
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w
.w
akayam

a.qq-net.jp/

）

過去 10年の火災件数

救急車の規格
（高車2.53m）

（車幅 1.89m）
（全長 5.64m）
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
認知症
サポーター講座

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２ヶ所で介護予防等の相談に応
じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　2月16日（月）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター1F

『ぴありんくる』は介護をされている方の集いです。お気軽にご参加下さい！

認知症サポーター養成講座
包括支援センターでは、認知症を学び
地域で支えるため養成講座を開催してい
ます。
今回は特別養護老人ホームしみず園の
職員の方が受講してくれました。
認知症についての講義やグループワー
クで対応について話し合いをしました。

アンケートの一部
○これからの業務姿勢への見直しになると思いました。
○改めて再確認ができました。

認知症サポーター養成講座は、職場・地区・など、どこでも開催できます！
お気軽にお問合せ下さい！
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○
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

（
昨
年
11
月
15
日
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
に
て

開
催
）
に
参
加
し
て

ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
、
屋
内
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
支
援
学
校
の
生
徒
や
障
害
が
あ
る
子

の
保
護
者
の
会
な
ど
の
和
太
鼓
演
奏
や
ダ

ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

フ
ロ
ア
で
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢

者
、
障
害
の
あ
る
人
、
外
国
人
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
わ
る
1
0
0
以
上

の
団
体
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
や
展

示
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
テ

ン
ト
で
は
、
N
P
O
や
作
業
所
な
ど
の

団
体
が
物
品
販
売
、
模
擬
店
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
人
権
フ
ェ
ス
タ
に
初
め
て
参
加
し

て
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
る
機
会
の
な
か
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
覗
き
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
身
の
ま
わ
り
に

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
対
し
て
、

あ
る
程
度
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
で
、
有
田
川
町
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。目
を
向
け
る
と「
人

権
（
こ
こ
ろ
）
の
詩
（
う
た
）」
の
知
事

賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
有

田
川
町
立
金
屋
中
学
校
の
榎
本
真
子
さ
ん

の
「
め
が
ね
を
か
け
る
と
、
見
た
く
な
い

も
の
も
は
っ
き
り
見
え
て
外
し
た
く
な
る

け
れ
ど
、
し
っ
か
り
と
見
な
き
ゃ
い
け
な

い
物
事
も
あ
る
と
気
づ
き
、
心
の
め
が
ね

は
絶
体
に
は
ず
さ
な
い
」
と
誓
っ
た
作
品

「
め
が
ね
」
の
朗
読
に
感
動
し
ま
し
た
。

理
事　

水
野　

哲
男

○「
り
ぃ
ぶ
る
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
」（
昨

年
11
月
15
日
に
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
で
開

催
）
に
お
い
て
、、
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
あ

る
真
道
ゴ
ー
さ
ん
の
講
演
（
演
題
：「
自

分
ら
し
く
生
き
る
～
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
は

違
っ
て
も
～
」）
を
聞
い
た
何
人
か
の
委

員
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

真
道
ゴ
ー
さ
ん
は
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
一
方　

自
分
と
同
じ
よ
う
な

悩
み
、
苦
し
み
を
抱
え
て
い
る
方
た
ち
の

相
談
や
支
え
の
活
動
を
し
て
い
ら
れ
る
こ

と
に
感
心
し
ま
し
た
。会

長　

森
本　

奉
子

性
同
一
障
害
当
事
者
の
方
か
ら
、
心
の

葛
藤
や
今
後
の
人
生
観
な
ど
具
体
的
な
話

を
聞
き
、
性
的
少
数
者
の
方
々
に
対
す
る

理
解
が
今
ま
で
よ
り
進
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

副
会
長　

栗
山　

高
明

性
同
一
障
害
と
い
う
、
人
に
は
理
解
し

て
も
ら
い
に
く
い
障
害
を
自
ら
の
個
性
、

特
性
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
事
と
常
に
葛
藤

し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
き
た
姿

に
と
て
も
感
動
し
、
大
い
な
る
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

理
事　

佐
々
木　

信
彦

　

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
し
ら
せ　

夢
咲
き
ほ
こ
れ
～
未
来
の
た
め
に
、
今

動
き
だ
そ
う
～

南（
ぱ
い
）ぬ
風
人（
か
じ
ぴ
と
う
）ま
ー

ち
ゃ
ん
バ
ン
ド

●
と
　
き
／
3
月
7
日（
土
）
13
時
30
分
～

●
と
こ
ろ
／
清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

大
地
と
心
に
木
を
植
え
、
希
望
を
伝
え

る
三
味
線
ア
ー
テ
イ
ス
卜
。

「
唄
っ
て
踊
っ
て
平
和
を
つ
か
め
」
を

合
言
葉
に
、ま
ー
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
を
率
い
、

世
界
中
で
ラ
イ
ブ
や
お
祭
り
を
展
開
。『
風

人
（
か
じ
ぴ
と
う
）
＝
自
然
と
共
に
生
き

る
人
』
を
コ
ン
セ
ブ
卜
に
、
西
表
島
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
生
き
る
希
望
を
伝
え

て
い
る
。

　

お
知
ら
せ　

2
月
19
日
（
木
）
に
人
権
擁
護
委
員
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
場
所　

二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
だ
よ
り
　
110

ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
に
参
加
し
て

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７
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まちのデータ
（平成 26 年 12 月末日現在）

人口 27,460 人

男 12,909 人

女 14,551 人

10,391 世帯

交通事故発生件数
（12月中、物損、高速含む）

有田川町 62 件
死者 0人　負傷 3人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

2
月
の
行
政
相
談

■
2
月
19
日（
木
）

・
清
水
会
館

13
時
～
15
時
30
分

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

募 

集

◆
◆
◆

有
田
川
町
学
力
向
上
支
援
講
師

（
常
勤
）の
募
集

●
必
要
な
資
格
／
教
員
免
許
状
保
有
ま
た

は
取
得
見
込
み
の
方

●
募
集
人
員
／
数
名
程
度

●
業
務
内
容
／
学
校
に
お
い
て
学
習
指
導

な
ど
教
員
業
務
を
支
援
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
年
齢
／
問
い
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間
／
平
成
27
年
3
月
13
日（
金
）

ま
で
。
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎 

教

育
委
員
会 

こ
ど
も
教
育
課
で
受
け
付

け
ま
す
。
8
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）

●
応
募
方
法
／
履
歴
書
（
1
部
）・
教
員

免
許
状
の
写
し
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
応
募
に
必
要
な
書
類
を
お
渡

し
し
ま
す
。

●
採
用
時
期
／
平
成
27
年
4
月
1
日（
水
）

～
平
成
28
年
3
月
31
日
（
木
）

●
採
用
決
定
／
個
別
面
接
な
ど
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
面
接
の
詳
細
に
つ
い
て
は

応
募
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
勤
務
時
間
／
1
日
に
つ
き
7
時
間
30
分

（
勤
務
す
る
学
校
の
始
業
時
刻
か
ら
勤

務
開
始
と
な
り
ま
す
）

●
勤
務
先
／
有
田
川
町
内
の
小
・
中
学
校

●
待
遇
／
月
額
１
７
２
，
２
０
０
円
を
支

給
。
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
、
有
給
休
暇
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

臨
時
職
員
の
募
集

●
職
種

①
給
食
調
理
員
1
名
（
各
町
立
保
育
所
・

小
中
学
校
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
勤

務
）

②
学
校
校
務
員
1
名
（
金
屋
中
学
校
で
勤

務
）

③
保
育
士
・
・
・
4
名
（
保
育
所
又
は
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
）

④
看
護
師
・
・
・
2
名
（
保
育
所
で
勤
務
）

●
応
募
資
格
／
給
食
調
理
員
は
、
調
理
師

免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
27
年

3
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
人
、

ま
た
は
資
格
を
取
得
す
る
意
思
の
あ
る

人
。
保
育
士
及
び
看
護
師
は
、
資
格
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
末

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
人

●
選
考
方
法
／
書
類
審
査
・
面
接
な
ど

●
勤
務
条
件

・
勤
務
時
間
／
い
ず
れ
も
基
本
的
に
1
日

7
時
間
45
分　

保
育
所
・
学
校
が
長
期

休
暇
の
期
間
勤
務
な
し

・
報
酬

①
給
食
調
理
員　

日
額
６
，
０
０
０
円

②
学
校
校
務
員　

日
額
６
，
０
０
０
円

③
保
育
士
・
・
・
日
額
６
，
６
０
０
円

④
看
護
師
・
・
・
日
額
７
，
０
０
０
円

・
そ
の
他
／
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
看
護
の
他
、
0
歳
児
の
保
育
に
も

従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
採
用
時
期
／
平
成
27
年
4
月
1
日（
水
）

●
申
込
方
法
／
「
臨
時
職
員
採
用
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼

付
の
う
え
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
資

格
証
明
書
の
写
し
も
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。）「
臨
時
職
員
採
用
申
込
書
」
は
各

庁
舎
に
備
え
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
締
切
り
／
平
成
27
年
2
月
20
日

（
金
）
17
時
ま
で
に
こ
ど
も
教
育
課
必

着
●
そ
の
他
／
勤
務
形
態
に
よ
り
、
社
会
保

険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
、
有
給
休
暇

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
通
勤
距
離
に
応
じ

て
、
別
途
交
通
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保

育
所
・
小
中
学
校
等
の
待
機
調
理
員
の
募

集
も
随
時
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育

課
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第
9
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
大
募
集
！

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
皆
さ

ん
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
、
い
い
汗
流
し
ま

し
ょ
う
！
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
／
3
月
15
日（
日
）
8
時
50
分
～

●
と
こ
ろ
／
金
屋
体
育
館
（
金
屋
中
学
校

横
）・
金
屋
中
学
校
体
育
館

●
構
成
／
女
子
の
部
・
混
成
の
部

●
参
加
費
／
1
チ
ー
ム
に
つ
き
１
０
０
０
円

●
参
加
資
格
／
申
込
登
録
メ
ン
バ
ー
の
半

数
が
町
内
在
住
在
勤
で
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
。

●
申
込
締
切
／
2
月
18
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

南
の
島
で
国
際
交
流
／
野
外
活
動
体

験
（
日
本
全
国
の
小
学
生
）
ち
び
っ

こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
認
定
）
で

は
「
第
39
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン

島
」
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の

島
「
ヨ
ロ
ン
島
」
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美

し
い
自
然
の
中
で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る

仲
間
と
の
共
同
生
活
（
民
宿
）
や
、
様
々

な
野
外
活
動
（
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
＆

イ
カ
ダ
こ
ぎ
、さ
と
う
き
び
刈
り
＆
絞
り
、

洞
窟
探
検
、
野
宿
体
験
な
ど
）
を
通
し
て

友
達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い
に

協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。
ま
た
在
日
外
国

人
小
学
生
と
活
動
・
生
活
を
共
に
す
る
こ

と
で
、
言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を
深

め
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と

し
ま
す
。
今
度
の
春
休
み
は
、
日
本
全
国

か
ら
参
加
す
る
沢
山
の
日
本
人
や
外
国
人

の
お
友
達
と
一
緒
に
、
思
い
出
に
残
る
楽

し
い
体
験
を
し
に
暖
か
な
南
の
島
「
ヨ
ロ

ン
島
」
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

●
期
間
／
3
月
27
日（
金
）
～

　

4
月
2
日（
木
）
6
泊
7
日

●
場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
定
員
／
日
本
人
小
学
生
2
0
0
名
・

在
日
外
国
人
小
学
生
1
0
0
名

●
締
切
／
平
成
27
年
3
月
5
日（
木
）

●
参
加
費
／
関
西
空
港
発
1
3
6
，0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
・
お
申
込
／

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

東
京
都
品
川
区
五
反
田
7
‐
15
‐
4

　

第
三
花
田
ビ
ル
4
階

☎
０
３
‐
6
4
1
7
‐
9
7
2
1

す
ま
い
給
付
金

・
消
費
税
の
8
％
へ
の
引
き
上
げ
後
に
家

を
買
っ
た
人
、
こ
れ
か
ら
買
う
人
、「
す

ま
い
給
付
金
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

・「
す
ま
い
給
付
金
」
は
、
4
月
の
8
％
へ

の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、
国
土
交

通
省
に
よ
り
、
住
宅
購
入
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
入

に
応
じ
て
、
最
大
30
万
円
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
消
費
税
8
％
時
）

・
受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申
請
の
や
り

方
な
ど
は
「
す
ま
い
給
付
金
」
事
務
局

の
問
い
合
わ
せ
窓
口
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
・
お
申
込
／

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

☎
0
5
7
0
‐
0
6
4
‐
1
8
6

（
受
付
時
間
：
9
時
～
17
時
※
土
日
祝
含
む
）

湯
浅
税
務
署
よ
り
お
知
ら
せ

①
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内

　

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
（
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

・
2
月
17
日（
火
）
有
田
川
町
役
場
吉
備

庁
舎
3
階
中
会
議
室

・
2
月
20
日（
金
）
有
田
川
町
役
場
清
水

行
政
局
2
階
大
会
議
室

②
確
定
申
告
書
な
ど
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
で
き
ま
す
！

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
、
金
額
な
ど
を

入
力
す
れ
ば
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
や
青
色

申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

ま
た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
プ
リ

ン
タ
で
印
刷
し
て
添
付
書
類
と
と
も
に

郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
る
ほ
か
、「
e
‐

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）」
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

自
宅
や
事
務
所
な
ど
か
ら
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
国
税
庁
：http://w

w
w

.nta.go.jp

③
振
替
納
税
の
ご
案
内

　

納
税
に
は
、「
振
替
納
税
」
が
便
利
で

確
実
で
す
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
振
替
日

	

4
月
20
日（
月
）

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
振
替
日	

4
月
23
日（
木
）

④
確
定
申
告
納
期
限
の
お
知
ら
せ

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

	

3
月
16
日（
月
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
申
告	

3
月
31
日（
火
）

・
贈
与
税
の
申
告	

3
月
16
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
税
務
署

☎
６
３
‐
5
3
5
1

国
民
健
康
保
険
税
第
8
期
の
納
付
は

3
月
2
日（
月
）
ま
で
に

国
民
健
康
保
険
税
第
8
期
分
の
納
期
限

は
、
3
月
2
日（
月
）
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
日
数
に
応

じ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
な
ど
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

局
住
民
福
祉
室

■
年
齢
や
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
限
度
額

が
決
ま
り
ま
す
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制 

度

◆
◆
◆

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
に
つ
い
て

■
制
度
の
内
容

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
職
場
の

健
康
保
険
等
）
と
介
護
保
険
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
世
帯
の
自
己
負
担

が
著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
の
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
の

月
額
の
限
度
額
を
適
用
し
た
後
に
、
年

間
（
8
月
～
翌
年
7
月
）
の
自
己
負
担
額

を
合
算
し
て
（
但
し
、
食
費
・
居
住
費
や

差
額
ベ
ッ
ド
代
に
つ
い
て
は
合
算
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。）、
年
額
の
自
己
負
担

限
度
額
（
下
表
）
を
超
え
た
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
支
給
の
対
象
お
よ
び
申
請

医
療
保
険
ご
と
に
一
つ
の
世
帯
と
み
な

し
、
介
護
保
険
の
両
制
度
と
も
に
自
己
負

担
額
が
あ
る
世
帯
で
す
。
注
：
住
民
票
は
、

同
じ
世
帯
で
も
加
入
す
る
医
療
保
険
が
異

な
る
と
別
世
帯
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
申

請
窓
口
は
、
7
月
末
日
現
在
に
加
入
す
る

各
医
療
保
険
の
窓
口
に
な
り
ま
す
。
添
付

書
類
と
し
て
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」
な

ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
時
に
各
医
療
保
険
窓
口
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
年
齢
や
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
限
度
額

が
決
ま
り
ま
す

■
勧
奨
通
知

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方
で
、
計
算
期
間
内
（
平
成

25
年
8
月
1
日
～
平
成
26
年
7
月
31
日
）

に
保
険
者
の
変
更
等
が
な
か
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
支
給
対
象
者
の
方
に
申
請
書
等

を
送
付
予
定
で
す
。
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
各
庁
舎
の
医
療
保
険
窓
口
へ
申
請

し
て
下
さ
い
。

尚
、
計
算
期
間
内
に
死
亡
さ
れ
た
方
や

市
町
村
を
越
え
て
転
居
さ
れ
た
方
・
他
の

医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
た
方
な
ど
に
は
、
勧
奨
通
知
が
送
付
さ

れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
支

給
条
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

医
療
保
険
の
窓
口
へ
申
請
下
さ
い
。

○
具
体
的
な
手
続
き
や
ご
不
明
な
点
に
つ

い
て
は
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
金

屋
庁
舎
長
寿
支
援
課
・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室

自己負担限度額［年額：毎年 8 月～翌年 7 月］

所得区分 後期高齢者
医療制度

国保または職場
の健康保険など

（70 歳～74 歳の人）

国保または職場
の健康保険など
（70 歳未満の人）

現役並み所得者
（上位所得者） 67 万円 67 万円 126 万円

一般 56 万円 56 万円 67 万円

低所得者
（住民税非課税世帯）

2 31 万円 31 万円
34 万円

1 19 万円 19 万円
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【
み
ん
な
で
健
康
意
識
を
高
め
よ
う
！
】

＊
広
川
町
で
の
健
康
推
進
員
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

●
日
時
／
2
月
20
日（
金
）13

時
30
分
～
15
時

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

【
身
近
な
歯
周
病
に
つ
い
て
知
ろ
う
】

＊
試
供
品
差
し
上
げ
ま
す

●
日
時
／
3
月
20
日（
金
）13

時
30
分
～
15
時

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
小
ホ
ー
ル
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

第
14
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会
へ
出
場
！

有
田
川
町
代
表
と
し
て
、
町
内
の
小
中

学
生
た
ち
が
出
場
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
、
テ
レ
ビ
和
歌
山
に
て
20
時
よ
り

録
画
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
／
2
月
15
日（
日
）11

時
ス
タ
ー
ト

●
コ
ー
ス
／
紀
三
井
寺
公
園
～
県
庁
前

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

平
成
26
年
度
有
田
地
方
障
害
児
者

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
の
開
催
に
つ
い
て

障
害
児
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
と
は
障
害

の
あ
る
人
と
な
い
人
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

よ
っ
て
障
害
及
び
障
害
者
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

開
催
さ
れ
る
事
業
で
す
。

●
日
時
／
２
月
15
日（
日
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分（
展
示
に
つ
い
て
は
、10
時
～
）

●
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C

　
（
有
田
川
町
下
津
野
7
0
4
）

●
内
容

☆
作
業
所
の
活
動
紹
介
及
び
精
神
保
健
福

祉
に
つ
い
て
の
啓
発
パ
ネ
ル
展
示

☆
作
業
所
の
物
品
販
売
・
啓
発
物
品
配
布

☆
手
作
り
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
押
し
花
教

室
・
こ
け
玉
作
り
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

な
ど
）
き
い
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
ま
す
！

☆
お
楽
し
み
抽
選
会

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

ゆ
ず
っ
こ
計
画

町
内
に
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た

め
の
教
室
で
す
。
健
康
に
関
す
る
こ
と
を

聞
い
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
楽

し
く
身
近
な
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
健
康
づ
く
り
に

関
心
が
あ
る
皆
さ
ん
！
ご
家
族
・
ご
近
所

誘
い
合
わ
せ
て
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

案 

内

◆
◆
◆

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」の
対
象
と
な

る
疾
病
を
１
５
１
に
拡
大
し
ま
す

平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら
「
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
※
1
」
の
対
象
と
な
る
疾
病

が
、
1
3
0
か
ら
1
5
1
へ
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
は
、
障
害
者
手

帳
※
2
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
必
要
と

認
め
ら
れ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
1
障
害
者
・
障
害
児
は
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
・
相
談
支
援
・
補
装
具
及
び
地
域

生
活
支
援
事
業
（
障
害
児
は
、
障
害
児

通
所
支
援
と
障
害
児
入
所
支
援
も
含
む
）

※
2
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

●
対
象
と
な
る
方
／
対
象
疾
病
に
該
当
す

る
方
（
詳
し
く
は
有
田
川
町
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
に
て
）

●
手
続
き

・
対
象
疾
病
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
証
明
書（
診
断
書
な
ど
）を
持
参
し
、

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
の
窓
口
に
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
障
害
支
援
区
分
の
認
定
や
支
給
決
定
な

ど
の
手
続
き
後
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。（
訓
練
系
・

就
労
系
サ
ー
ビ
ス
等
は
障
害
支
援
区
分

の
認
定
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
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第
10
回
有
田
川
駅
伝
記
念
大
会

有
田
川
町
の
春
の
風
物
詩
と
な
っ
た
駅

伝
大
会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
ご
通
行

の
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
沿
道
で
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
声

援
が
、
選
手
達
を
奮
い
立
た
せ
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
開
催
日
／
3
月
1
日（
日
）

■
各
中
継
所
通
過
タ
イ
ム
（
予
想
）

出
発

A
コ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
9
時
30
分

B
コ
ー
ス
吉
備
庁
舎
西
側
付
近
9
時
40
分

●
成
人
の
部
A　

7
区
間 

35
．2
㎞

ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
～
き
び
ド
ー
ム

・
第
1
中
継
所　

あ
ら
ぎ
の
里

（
9
時
45
分
～
9
時
55
分
）

・
第
2
中
継
所　

楠
本
橋
手
前

（
10
時
2
分
～
10
時
20
分
）

・
第
3
中
継
所 

二
川
ダ
ム

（
10
時
10
分
～
10
時
35
分
）

・
第
4
中
継
所　

二
川
温
泉

（
10
時
18
分
～
10
時
47
分
）

・
第
5
中
継
所　

川
口
松
原
線
入
口

（
10
時
40
分
～
11
時
32
分
）

・
第
6
中
継
所　

給
食
セ
ン
タ
ー
前

（
11
時
～
11
時
52
分
）

・
ゴ
ー
ル　

き
び
ド
ー
ム

（
11
時
16
分
～
12
時
20
分
）

●
成
人
の
部
B　

小
学
生
男
子
・
女
子

の
部　

中
学
生
男
子
・
女
子
の
部

3
区
間　

7
.
6
㎞

吉
備
庁
舎
西
側
～
き
び
ド
ー
ム

・
第
1
中
継
所　

オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
Y
Y

（
9
時
45
分
～
10
時
12
分
）

・
第
2
中
継
所　

吉
見
大
橋
手
前

（
9
時
55
分
～
10
時
26
分
）

・
ゴ
ー
ル　

き
び
ド
ー
ム

（
10
時
5
分
～
10
時
40
分
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

和
太
鼓
体
験
（
初
心
者
向
け
）

和
太
鼓
チ
ー
ム
「
清
流
太
鼓
か
な
や

伝
々
」
で
は
、
初
心
者
向
け
の
和
太
鼓
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
全
3
回
の
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
3
月
15

日（
日
）
に
開
催
す
る
発
表
会
の
舞
台
で

そ
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
女
性
中
心
で
、
初
心
者
の
方

で
も
安
心
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
／
2
月
15
日（
日
）、
2
月
22
日

（
日
）、
3
月
1
日（
日
）【
各
回
と
も
13

時
30
分
か
ら
（
2
時
間
程
度
）】

※
全
3
回
の
講
習
で
1
曲
を
完
成
さ
せ
ま

す
の
で
、
で
き
る
限
り
毎
回
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
／
1
，0
0
0
円
（
保
険
代
等
）

●
申
込
締
切
／
2
月
11
日（
水
）

●
服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
・

タ
オ
ル

※
バ
チ
な
ど
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

●
参
加
資
格
／
年
齢
不
問
。
た
だ
し
、
小

学
生
以
上
は
女
性
の
み
。

●
申
込
方
法
／
電
話
申
込
。
申
し
込
み
時

に
、
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日
を
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

清
流
太
鼓
か
な
や
伝
　々

代
表
・
松
本

☎
0
7
3
7
‐
３
２
‐
2
6
9
0

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は
、

23
日（
月
）で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

2
月
の
献
血

■
2
月
15
日（
日
）

○
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店

10
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時

■
2
月
19
日（
木
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
吉
備
苑

10
時
～
11
時
15
分

○
有
田
南
病
院	

13
時
～
16
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／

　

金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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四
方
の
御
堂
で
す
。

昭
和
45
年
に
解
体
修

理
が
行
わ
れ
、
昭
和

63
年
に
屋
根
の
葺
き

替
え
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
修
理
後

26
年
が
経
過
し
、
屋

根
全
体
に
苔
が
繁
茂

（
は
ん
も
）
し
、
押

さ
え
竹
が
露
出
す
る

な
ど
劣
化
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
昨
年
12
月
よ
り
本
格
的
な
屋
根
の
修
理
を
開
始
し
、
古
い

茅
の
解
体
と
葺
き
替
え
を
順
次
行
い
、
地
元
で
用
意
い
た
だ
い

た
生
石
高
原
の
茅
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
修
理
の
た

め
、
素
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
に
は
完
成
し
た
姿

を
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

●
歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

法
音
寺
本
堂
の
修
理
現
場
の
公
開
と
法
音
寺
に
伝
わ
る
仏
像

や
建
物
の
歴
史
を
ご
紹
介
す
る
歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

わ
が
町
の
歴
史
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
／
2
月
28
日（
土
）
13
時
30
分
～

会
　
　
場
／
岩
倉
公
民
館

　
　
　
　
　（
有
田
川
町
大
字
川
口
1
0
0
1
番
地
1
）

岩
野
河
区
に
あ
る
法
音
寺
は
、
お
寺
の
縁
起
に
よ
る
と
奈
良

時
代
の
天
平
4
年
（
7
3
2
）、
行
基
（
ぎ
ょ
う
き
／
ぎ
ょ
う

ぎ
）
が
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
古
刹
（
こ
さ
つ
）
で

す
。
当
初
は
現
在
地
よ
り
も
北
側
の
古
御
堂
（
こ
み
ど
う
）
と
呼

ば
れ
る
場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、
康
正
（
こ
う
し
ょ
う
）
3
年

（
1
4
5
7
）
に
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
法

音
寺
に
は
、
重
要
文
化

財
の
本
堂
や
阿
弥
陀
如

来
坐
像
、
十
一
面
観
音

立
像
を
は
じ
め
、
県
指

定
文
化
財
の
阿
弥
陀
如

来
坐
像
な
ど
数
多
く
の

貴
重
な
文
化
遺
産
が
現

在
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

今
回
修
理
を
行
っ
て

い
る
本
堂
は
、茅
葺
き
、

三
間
（
8.5
メ
ー
ト
ル
）

重
要
文
化
財「
法
音
寺
本
堂
」の

修
理
を
行
っ
て
い
ま
す

番
外
編
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